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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本の大学におけるアラビア語学習者の動機づけ、態度、アラブ文化への
興味、コミュニケーション能力に焦点をあてた学習者要因の解明によって、学習意欲を高めることであった。学習者要
因に関しては、特に学習者のアラブ文化への興味を高めることで、アラビア語習得の成果につなげることができると考
えられる。さらに、学習者意欲をあげるためには、学習者が望んでいるコミュニケーションに関わる要素を組み込んだ
授業を推進していくことが必要であることが導き出された。同時に、学習者のアラビア語運用能力を培うためには、教
師が文法をコミュニケーションを重視したアプローチへ効果的に取り入れていくことが重要であろう。

研究成果の概要（英文）：The goal of this study was to enhance students' desire to learn Arabic by enhancin
g their motivation, ability to communicate, attitude, and interest in Arabic culture. Elevating the studen
ts' interest in Arabic cultural elements in particular can strongly improve their acquisition of Arabic. T
o enhance their motivation, student-selected communicative activities should be incorporated into Arabic c
lasses. To improve their working fluency in Arabic language, it is also important for teachers to effectiv
ely incorporate grammar into an approach based on communication.
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１．研究開始当初の背景 
(1) グローバル化が進み、日本国内ではアラ
ブ・イスラーム世界への注目度が増している
ことを背景に、実用的なアラビア語への関心
と習得の希望が高まっている。こうしたアラ
ビア語学習者のニーズに応える教育を充実
させるためには、アラビア語教育・学習の現
状を詳細に把握しなければならない。本研究
課題の研究代表者らが過去の研究（平成19～
21年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）
「日本人のためのアラビア語教授法の開発
―アラブ文化要素の効果的活用―」）によっ
て、アラビア語学習におけるアラブ文化学習
の肯定的な役割などを確認してきた１。しか
し、科学的調査や方法論に基づいた日本人学
習者を対象とする実態把握が十分なされて
きたわけではない。とくに、アラビア語習得
の実現にむけて重要な構成要素となる学習
意欲に関する要因のさらなる解明が急務で
ある。 
 
(2) 他方、諸外国のアラビア語教育において
は、アラビア語教育の質の改善をめざして、
20 世紀後半から研究や実態調査が行われる
ようになり、その後進展をみせ、その成果が
現在の教育実践の場に生かされている。その
研究調査は、指導理念、指導法、学習者要因、
評価、テクノロジーの応用、カリキュラム・
デザインなど多岐にわたる。しかし、アラビ
ア語教育の根幹ともいえる、学習者が正確か
つ実際の役に立つアラビア語を習得するた
めの方法論や指導法については、諸外国のア
ラビア語教育にあっても方向性は十分定ま
っていないようである。すなわち、現在のア
ラビア語教育研究と実践においては、英語な
どの外国語教育研究と同様、コミュニケーシ
ョンを基軸とした指導法であるコミュニカ
ティブ・ティーチングが主流となっているな
かで、この指導法では正確な文法知識に裏付
けられたアラビア語能力を学習者に習得さ
せられていないのではないかと危惧する声
が上がっている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の大学におけるアラビ
ア語学習者の動機づけ、態度、アラブ文化へ
の興味、コミュニケーション能力に焦点をあ
てた学習者要因の解明によって、学習意欲を
高めることである。また学習意欲向上の鍵と
なるコミュニカティブ・アプローチを土台と
した新たな指導理念コミュニカティブ・グラ
マーを提唱することでも、日本のアラビア語
教育の質を高めるねらいがある。アラビア語
学習者数が急激に増している現在、本研究の
推進は急務といえる。日本はもとより世界の
アラビア語教育でもほとんど研究されてい
ない動機づけに着目するとともに、新しい指
導理念を提唱することは、アラビア語教育研
究の発展に寄与することにつながる。 
 

３．研究の方法 
(1) 本研究では 4 年間にわたり、2 つの課題
を遂行した。1 つは①学習者要因の調査、も
う 1つは②指導理念の検証（コミュニカティ
ブ・アプローチの検証とコミュニカティブ・
グラマーの提唱）であった。どちらの課題も
各年平行して進めた。両課題とも 4年間を通
して段階的に研究を遂行していき、①と②で
得られた各段階での成果を照合しながら、直
接的あるいは間接的に相互の考察に生かし
ていくという手法をとった。 
 
(2) 研究組織は、アラビア語の研究者 3 名、
外国語教育の指導理念や指導法に明るい英
語教育の研究者１名、そして統計データ解析
と分析に詳しい心理学研究者１名から構成
されていた。 
 
１ 鷲見朗子（研究代表者）(2010)『日本人のため
のアラビア語教授法の開発―アラブ文化要素の効
果的活用―』平成 19～21 年度科学研究費補助金
（挑戦的萌芽研究）研究課題番号 19652060 科学
研究費補助金研究成果報告書 
 
４．研究成果 
(1) 本研究を遂行した結果、これまで明らか
にされてこなかった日本におけるアラビア
語教育の現状をみることができたと考える。
また、アラビア語学習をめぐる日本の状況と
海外の状況を事例研究によって比べること
で、日本が遅れている、もしくは不足してい
る面を認識することができたといえる。さら
には、日本と欧米・アラブ諸国のそれぞれが
直面する、あるいは共通の問題点が、浮かび
上がってきた。日本のアラビア語教育の質を
向上させるという観点から、海外の教育から
学ぶべき点も多い。 
 第1に、日本のアラビア語学習者は、アラ
ブ文化への関心が高く、アラビア語学習の動
機づけと文化への興味が密接に結びついて
いることが明らかとなった。これについては、
DVDなどの視聴覚教材を用いた指導法を通
して、アラブ文化を授業にとりいれることで、
文化的背景に依拠したアラビア語のティー
チングを推進することが提案された。また、
海外のアラビア語プログラムでみられた
cocurricular（正課と併行しての）としての
文化活動の例などが参考になる。 
 第2に、日本のアラビア語学習者の望んで
いるスキル・知識とかれらが認識する授業で
重視されているスキル・知識に不一致がみら
れる。つまり、学習者は「話す」「聴く」「語
彙と表現」「アラブ文化理解」などのコミュ
ニケーション力を中心とした能力の養成を
希望しているにもかかわらず、それらは授業
では重視されていないと判断し、むしろ教師
が「文法」「読む」「書く」を重視していると
感じていることが明らかになった。まず非ア
ラビア語専攻の大学生を対象とした調査を
行った。しかし、この結果は研究代表者らが



過去に実施したアラビア語専攻の大学生対
象の研究においてもよく似た傾向を示した
ことから、日本の大学のアラビア語学習者全
般における状況であると考えられる。したが
って、日本のアラビア語教育は、文法や読解
に偏りすぎであることは明らかである。 
この第2の点は、コミュニケーションと文
法をいかに効果的に統合するかという問題
に直結している。現在の米国のアラビア語教
育ではコミュニカティブ・アプローチが主流
であるため、文法軽視がアラビア語教育の質
を下げている一因にもなっている。また、ア
ラブ諸国における非アラビア語話者へのア
ラビア語教育においてもコミュニカティブ
な手法が採用されている。イマージョン環境
を作り出しているこれらの海外の事例から
も、文法をどのようにコミュニカティブなア
プローチに組み込んでいくかについて見習
うべき点も多いであろう。また、教室内で活
発なインタラクションが行われるようなコ
ミュニケーション活動を取り入れていくこ
とが望ましい。 
コミュニケーションと文法は、「意味」と
「形式」と言い換えることもでき、相反し
ている関係にあるといえる。しかし、近年、
外国語教授法においてはフォーカス・オ
ン・フォーム（「言語形式の焦点化」）、ある
いはグラマリングと呼ばれる、両者をうま
く統合しようというアプローチが見直され
るとともに注目されている。コミュニカテ
ィブ・グラマーも類似の概念を持つ。 
フォーカス・オン・フォームは「意味に
焦点を当てた授業の中で、生徒が遭遇する
発話や内容理解の問題に対して、彼らの注
意を言語形式に向けさせる試み」のことで
ある２。コミュニカティブ・グラマーとは
実際の言語使用、つまりコミュニケーショ
ンに役立つ文法を教えようという試みを意
味 す る 。 Geoffrey Leech ・ Jan 
Svartvik(1994)によると、（英語教育におけ
る）コミュニカティブ・アプローチでは、
文法は重要ではないとみなされがちである
が、そうではない。かれらはその主な理由
を次の5つにまとめている３。①コミュニケ
ーション能力を形成する1つの構成要素は
文法である、②文法構造は意味(meaning)、
使用、状況に体系的に関連している、③文
法を知識としてでなく言語使用のなかでと
らえることができる、④コミュニケーショ
ンは「話す」「聴く」ことだけでなく、「書
く」「読む」ことも含んでいる、⑤文法書に
おける例文は、文法学者によって作られた
ものが多く、ぎこちなく不自然であるが、
それをやめて実際に使われる例文を用いれ
ば、言語を機能させることができ、「コミュ
ニケーションしたい意味」を伝えることが
できる。またグラマリングとは、文法を静
止して動かない知識としてではなく、スキ
ル、あるいはダイナミックなプロセスとし
て捉えることを指す４。 

 
(2) 上にあげた第1と第2の点は、学習者の動
機づけという観点から、日本のアラビア語教
育における課題と改善策を示唆していると
いえよう。まず、アラビア語授業にアラブ文
化の要素を組み入れることによって、学習者
の学習意欲が高まることが予想される。今後
は、よりアラブ文化を意識したカリキュラム
作り、教材作成、授業計画が求められる。次
に学習者の希望しているスキル・知識と授業
で重きがおかれているスキル・知識の不一致
という結果は、学習者中心ではなく教師中心
の授業が行われていることを意味する。学習
者の動機づけ向上を目指すためには、学習者
が望むコミュニケーション力を養成する授
業を提供しなければならない。 
 学習者の希望をかなえていくことは意欲
を高めるという点で非常に大切である一方、
言語習得の実現を目標とするならば、真のア
ラビア語力とはなにかを再考し、それを学習
者がつけられるような教育を行うことが重
要であろう。ここで研究代表者らが重要視し
ているのが、ティーチングで扱うコミュニケ
ーションと文法との均衡である。学習者は文
法よりコミュニケーションを志向している
が、文法という土台の上に立たないコミュニ
ケーション力は、効力を十分発揮しない。ま
た、アラビア語力というとき、文法・語彙等
の知識のみならず文化の知識も当然含まれ
る。外国語で意思疎通するためには、その言
語世界の人びとの生活様式、行動様式、もの
の考え方、またその人びとが生みだした芸術
や社会の諸側面も理解していなければなら
ない。 
 これらの問題点を踏まえて、本研究では
「コミュニカティブ・グラマー」を推進して
いくべきであるという結論を導き出した。今
後の課題としては、コミュニカティブ・グラ
マーのアラビア語学習モデルを発展させ、構
築していくこと、そして今研究では十分考察
しえなかったアラビア語教育における方言
の位置づけを明確にしていくことがあげら
れる。コミュニカティブ・グラマーと方言は
いずれも、日本だけでなく、諸外国のアラビ
ア語教育・学習で研究調査が推進されるべき
重要な主題である。これらを追究することに
よって、学習者の学習意欲を向上させ、真の
アラビア語力を養成できる教育の実現を目
指していきたい。 
 
２ 和泉伸一『「フォーカス・オン・フォ－ム」を
取り入れた新しい英語教育』（大修館書店、2009
年）p.145. 
３ Geoffrey Leech and Jan Svartvik, A 
Communicative Grammar of English, 2nd ed. 
(London and New York: Longman, 1994), pp.3-5. 
４ Diane Larsen-Freeman, Teaching Language: 
from Grammar to Grammaring (Boston: Heinle 
Cengage Learning, 2003), p.24. 
 



＊本報告は平成 26 年 3 月に著した本研究の
報告書（５．〔図書〕①参照）の一部に依拠
している。 
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